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出席者は記載者が○をつける

出席できなかったスタッフは、記録を呼んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞
・豊瀬専子様、平田いね様、犾守サヨ様、17日（火）14時以降に南山苑の入所調査予定です。

＜患者様連絡事項＞

· 鹿島　貞子様～汁でむせ込みあり、食事形態の変更を検討中です。
· 石川　ニガ様～日付が決まり次第、家族全員で面談予定となっています。
· 馬渡　清三郎様～点滴は施行せず、フロセミドが増薬となり経過観察となる。本日は食事も1/2程　　　　

度摂取できておりバイタルサインも異常なし。引き続き一般状態の観察とin,outチェック行って下さい。
· 大村　忠男様～明日より血糖値測定、インスリン注射は終了となります。経過観察行って下さい。
· 田嶋　松男様～血糖値測定、インスリン注射は1週間継続です。

· 西田　サイ子様～点滴は終了となります。引き続き食事摂取量観察し、水分補給に努めてください。
· 田名部　タキ様～湿疹に対して内服薬が五日分処方（飲み切り止め）となりました。掻痒感の有無　　
皮膚の状態観察して下さい。
· 伊藤　スエ様～メマリー増量となります。精神状態観察して下さい。
· 加藤　京子様～午後より38.7℃あり、主治医報告しアンヒバ坐薬1ヶ使用しています。またスライディングスケールが本日夕より再開となっています。

· 吹越　富三様～27日（金）15時に面談予定となっています。また要介護度２と判定を受けています。

＜作業報告＞

· 笠石　時男様～体が左に傾いて食事をしているので、誤嚥予防として正しいポジショニングで

　　　　　　　　　食事するように、クッションを挟む等検討したい。

· 鹿島　貞子様～体が左に傾き食事に時間がかかっている。また、仙骨部に褥創があるため

　　　　　　　　　御家族にクッションと座布団を面会時に依頼する（３/１１依頼済み）

· 西田　サイ子様～左の足踵が黒色になっているので圧迫を避けて浮かせたほうがよい。

　　　　　　　　　（熱感あり）おむつ交換時など、こまめに体を動かすようにしていく。

· 後村　恵美子様～足の指間が狭くなり外反母趾傾向が強くなっているため、指間にクッション材の

　　　　　　　　　　ようなものを挟むことを検討する。

	患者様お名前　下道　重雄様
	生年月日　S11.11.6

	主病名　レビー小体型認知症
	合併症　小脳梗塞　高血圧症　脂質異常症

　　　　仙骨骨折　便秘　

	入院年月日　　H27.3.4
	担当医　川端Dr
	ＳＷ　柴田SW

	現在の精神科看護度　　　　リハビリテーショングループ　　グループ　　

	現在の臨時処方及び処置内容

＜臨時薬＞　　3/10　16時～3/17　昼

1. アリセプト(5)1T　　　　　　　1×朝

2. ニュープロパッチ(2.25)1枚　　1×16時

3. プラビックス(75)1T

アムロジピンOD(2.5)1T　　　　1×朝

4.カロナール(200)8T　　　　　　　4×

5.レバミピド(100)3T

マグミット(330)3T　　　　　　3×

6.センナリド　2T　　　　　　　　1×vds

7.ゾルピデム(5)1T　　　　　　　　1×vds

クラビット(500)1T　　1×夕　　　　3/10～3/15

	現在の看護計画とその評価

＃1：幻視や作話、理解力の低下により、自宅での生活を送ることが困難。

＜目標＞安全に日常生活を送ることができる。

＜評価＞夜間の睡眠はとれているが、動物がいるみたい等話している。服薬への拒否はなく介入に抵抗することもない。食事も全量摂取できている。独語もきかれている。

＃2: 夜間の不穏や徘徊と、仙骨骨折の既往あり、転倒リスク状態である。

＜目標＞歩行訓練の実施を行い、また夜間の睡眠状況を観察しながら身体拘束解除を目指す。

＜評価＞夜間帯は良眠できており、不穏はなし。独語や幻視の発言は聞かれている。歩行安定している。しかし車椅子移乗時は立ち上がりみられ見守りが必要。

	＜経過＞

	　平成27年3月4日、東病棟合併症室へ医療保護入院となる。

　食事は2/3から全量摂取。内服薬への拒否はなし。バイタルサインの異常なし。夜間の睡眠もとれ不穏なし。「足もとに猫がいるみたいだ」「お尻のところに赤ん坊がいる。毛布を着ている」などの発言が聞かれている。介入に対しての抵抗はみられていない。歩行訓練を実施しているが不安定さはない。夜間のみ体幹拘束を行っているが、拘束を実施している際は体動少ない。日中は拘束をせず臥床しているが、ベッドから降りることなく過ごす事ができている。

	備考　　

・業者洗濯

・買物カードなし

・3/16　尿再検（白血球2+、蛋白2+）　クラビット服用中。


